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そこで、10 名の NNS に LINE 上での誘い・断りのやり取りを振り返ってもらい、彼らが
持っている問題意識を聞き取り記録した。その結果、チューターなどの「疎」ではあるが
継続すべき関係にある NS からの誘いに対して、NNS は適切に断っているつもりでもそれ
が伝わらず、NS から再誘いを頻繁に受けていることがわかった。さらにやり取りの詳細
を分析した結果、相手との良好な関係を維持するために NNS が婉曲的な断り方をしてい
ることが NS の再誘いを誘発していることが明らかになっている。 
LINE でのやり取りに対する読み手の意識、書き込みへの解釈を調査したものに、副田
他（2016）、副田・大和（2018）がある。副田他（2016）は学部留学生 1 名と日本人チュー























































副田・太田（2019）は、NS と NNS を比較したものではないが、日本語学習者の日本
語使用を縦断的に観察することにより、より高いレベルの日本語使用のためにどのような
スキルが必要になるのかを明らかにしている。学部留学生（中上級日本語学習者）8 名の
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